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設立� 10周年を迎えて


特定非営利活動法人北海道みな との文化振興機構

は、 本年で設立� 10周年を迎え ました。

おかげさまを もちまして現在、正会員� 177名、� 64

団体、賛助会員� 11団体を数えています。会員各位に

は改めてこれまでの取り組みに感謝申し上げる次第

です。

この� 10年間に当� NPOがこの様に活動を継続で

きましたこと は、ひとえに、 国土交通省北海道開発

局をはじめ、港湾管理者、市町村、 関係諸団体や企

業等の関係者の皆様方の温かいご指導、ご支援のた

まものであり心よりお礼申し上げます。

四方を海に固まれる北海道には、現在、港湾� 35港、

漁港� 282港があり、それぞれ地域の産業拠点、生活

拠点、交流拠点として大きな役割を果たしています。

各港は自然環境が異なる ことは もとより、歴史面、

文化面において個性的でありそれぞれ特徴ある魅力

を有しています。

当� NPOは、このようなみなとの魅力を最大限に

生かし、みなとへの愛着を深め、みなととまちの連

携によ るみなとまちづくりを 目指し以下の事業に取� 
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り組んできました。港の理解と利用促進に係る広報

事業として「みなと見学会j、「みなとパネル展J、「み

なとサポータ-Jなどの実施、みなとまちづくり支

援事業としては 「みなと座談会」の開催、港湾・ 空

港・ 漁港の防災業務および災害復旧支援事業として

「防災エキスパー ト」研修会、伝達訓練な どを会員各� 

{立のボランティアによりを行ニってきました。力日えて、

現在、多様な主体による地域づくりへの取り組みが

進められていますが、みなとと連携したまちづくり、

地域の人々との協働によるみなとまちづくりのお手

伝いを、 助成事業により行って参りました。 微力で、

はありますが、 各みなとの振興に些かでもお役に立

つことができました ことは大きな喜びです。

我が国の社会が成熟化を迎える中で� NPO活動に

対する期待、役割は今後ますます大きくなっていく

ものと思われます。設立� 10周年を節目に、� NPOの

存在意義を再認識し、 港の文化振興を目指し、皆様

のご期待に答えていく所存であります。次の� 10周年

に向けまして、当� NPOへの一層の ご理解と ご支援

をお願い申し上げます。

。



設立� 10周年ヘ寄せて
 

NPO法人北海道みなとの文化振興機構が設立� 10

周年を迎えられましたことを心よりお慶び申し上げ

ます。また、日頃から、北海道の港湾行政の推進に

特段のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

貴機構が平成� 15年に設立されて以来、港への理解

と利用促進に係わる広報活動などを鋭意展開される

とともに、海や港に関する文化、芸術、環境、国際

交流などの様々な活動を行う各種団体との連携や支

援を通じて、北海道におけるみなとまちづくりの推

進に大きな役割を果していることに対し深く敬意を

表します。

近年は社会資本整備や地域づくりにおいて、住民、� 

NPO、企業、地方公共団体、国等の多様な主体が広

く連携・協働し、一体となった取組を展開してい く

ことが一層重要となってきております。

そうした中、貴機構では、北海道各地のみなとま

ちづくり団体との連携強化に努められており、北海

道みなとま ちづくり女性ネットワークとの連携によ

り毎年開催されています「みなと座談会」は、女性

ならではの視点で活発な議論が行われ、参加団体の

意識向上はもとより、私共も貴重な意見やアイデア

をいただいております。また、みなとまちづくり団

体が各地で取り組まれているまちおこし、活動への

「助成事業」は、各団体の継続的な活動に大きな役割

を果たしており、北海道のみなとまちづくりに対す

る強力な支えとなっています。

また、貴機構には私共が北海道各地で実施してい

る現場見学会等の広報活動に際し、「みなとサポー

ター」派遣による支援をいただいています。さらに、

貴機構が設立初年度より毎年実施されている「みな

とパネル展」等の取組は、みなとの役割や暮らしと

の関わりについて、広 く一般の方々の理解を深める

ことに貢献しており、感謝申し上げる次第です。

平成� 18年に、貴機構と北海道開発局が締結した� 
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「防災エキスパート」支援協定は、東日本大震災後、

防災・減災への要請が高まる中で、一層重要性を増

しております。現在、� 29名の方にエキスパートの登

録をいただき、毎年の研修を通じて有事における迅

速かつ的確な支援対応の確立に取り組まれており 、

いざという時の心強いパートナーとして期待してい

ます。

北海道は、全国を上回る速さで人口減少、少子高

齢化が進展しており、地域の活力の維持・活性化が

とりわけ重要な課題となってお ります。また、昨今

は気候変動による豪雨や竜巻などの自然災害が多発

しており、もとより大規模地震の切迫性が指摘され

るなど安全・安心の確保が急務となっております。

また、これら課題への対応を着実に進めていく上で

国民や地域の理解と参画が不可欠であり、社会資本

が生活に果たす役割や整備の必要性について、分か

りやすい情報発信や広報活動に努めていく必要があ

ります。

貴機構におかれましては、なお一層の広報活動や

みなとまちづくり団体との連携強化にご尽力されま

すとともに、災害対応技術などの研績に努められる

ことにより、北海道の地域の発展にさらに貢献され

ることを期待しております。

次なる� 10年へ向けて、貴機構並びに会員の皆様が

益々発展されることを祈念いたしまして、お祝いの

言葉とさせていただきます。



10年聞の活動報告
 

NPO北海道みなとの文化振興機構は本年� 10周

年を迎えました。会員各位のこれまでのご協力に感

謝しお礼申し上げます。

当� NPOの広報昔、として活動状況関連情報などを

お届けする「伝言板」も本号で� 20号となります。10

年の節目に当たり、これまでの活動状況、取り組み

をとりまとめご報告し、ふり返ってみたいと思いま

す。

当� NPOの事業は、主要なものとして、みなとの理

解と利用促進に係る広報事業、みなとまちづくり支

援事業、防災業務および災害復旧支援事業、みなと

の文化振興に係る助成事業があります。

広報事業では平成� 15年の設立初年度からの事業

として「みなとパネル展Jがあります。みなとの活

動をわかりやす くパネルにまとめ、地域の方々の理

解を得るものであり「ザ・シンポジウムみなと」の

協賛事業として会場ロビーなどを使い毎年実施して

います。さらに� 2年目の平成� 16年から� 3年間は「親

子でいくみなと学習見学会」を釧路港、苫小牧港、

函館港で実施しました。毎回� 50名近くの参加者があ

り、船を間近に見ることができた、みなとまちの歴

史が勉強できたなどの感想をいただき好評でした。

本見学会は平成� 20年度に「みなとサポーター」制度

を立ち上げたことを契機に休止し、園、市町などが

実施するポートウオッチング等の行事に会員を派遣

する支援事業に衣替えしました。「みなとサポー

ター」は、現在個人会員の� 4分の� lに当たる� 44名の

方に登録いただいており、これまでの派遣実績は延

べ� 181名に上ります。北海道の短い夏に集中する道

内各地のイベントは土日の休日に行われることが多

く、登録会員各位には多大なご尽力をいただいてい

ます。加えて、各地のイベントで人気があります当� 

NPOのイメージキャラ クタ ーにぽーとんとべいく

りんがあります。現在� 3セットの着ぐるみがあり、� 
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各地のイベントに貸し出されており、今年度は� 14件

の利用がありました。

みなとまちづくり支援事業では「みなと座談会」

を北海道みなとまちづくり女性ネットワーク(大西

育子代表)の皆さ んの協力を得て開催しています。

路、室蘭、稚内、十11年の函館港を初回に、割16平成� 

勝、留萌、苫小牧の各港での座談会では、女性な ら

ではの視点で毎回熱心な議論が行われています。今

年度は、初めて、紋別での開催となりました。

みなとの防災業務および災害復旧支援事業も当� 

NPOの主要事業です。平成� 18年� 10月に北海道開

発局と支援協定を結び、北海道開発局防災エキスパー

ト(港湾・空港・漁港)の研修、訓練等の事務局業

務のお手伝いを行っています。防災エキスパートに

は現在� 29名の登録があります。

みなとの文化振興に係る助成事業は平成� 20年度

から実施しています。毎年� 10件程度の応募があり、

今年度までに� 65件の助成を行ってきました。平成� 

24年度からは、夏のみなと祭りと前後して行われる

ボート競漕を特別枠として重点的に支援を行ってい

ます。平成� 21年の函館港開港� 150周年に協賛して行

われた「函館ペリーボート競漕」、平成� 23年の室蘭

港開港� 140周年協賛の「むろらん港鉄人船漕ぎ大会」

はその後も継続して開催されており、みなと関係の

祭りの主要行事に成長しています。

以上、平成� 15年の設立以降の� 10年間の取り組み

を振り返ってみました。繰り返すまでもなく� NPO

は社会貢献活動を行う営利を目的としない法人で

す。当法人は各会員のボランティア活動により成り

立っています。引き続き多くの会員の皆様のご理解

とご支援とともに会員各位の参加をお待ちしていま

す。� 
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北海道みなとまちづくり
女性ネットワーク会長
女性みなと街づくり苫小牧代表

大西育子

-女性ネットワークの誕生

女性みなと街づくり苫小牧が産声を上げたのは、

苫小牧港が� 40周年を迎えようとしていた矢先の頃

でした。光陰矢の如しとは良く言ったもので、あっ

という聞の� 10年でした!

ボランティア持ち寄り会費運営の会は、幼稚園児

に港の絵画をお願いしたり、苫小牧駅から区間を決

めて、歩いて見て大人の目線・子供の目線など、斬

新な考えや思いを話し合いながら次の活動へと繋げ

ていきました。(みなとウオーク・みなと絵画展� etc)

.みなとまち活性化イベント助成事業

港を核とした花いっぱい活動て¥初めて助成を頂

き「苫小牧港西港区北埠頭緑地」に、フラワーポッ

トを設置して� 5年、草取り・水やり・清掃� etc。

「花いっぱい活動」の様子� 

@ 

北埠頭緑地も市民公募で「キラキラ公園」と名付

けられ、� 3ヶ年計画で花壇が開設される事になりま

した。世界初の堀込港湾である苫小牧港は、自然の

良港である他の港と異なり、機能性&効率性は抜群

ですが、地域の人々との触れ合いや、賑わい空間と

しては今ひとつ「物足りなさjが感じられ、足を運

んでもらうには、市民目線の工夫が必要欠かざる部

分を痛感致しました!

苫小牧港湾事務所の港湾業務艇【はやぶさ】で港

内を見学させて頂いた時、ショートクルーズ、で船上

から公園を垣間見た時、色彩が不足している事に気

付かされました。

フラワーポット設置の時も、潮風に強い花の種類

や一年草であっても、春から秋口まで長 く訪れる

人々を楽しませてくれる花、花の種類を教えて頂い

たり勉強したりしました。

予算の余りない我々の会は、助成事業に採択され

継続事業へと漕ぎ着けられました。

-平成田年� 4月開港� 50周年

勇払原野に港を……空知や夕張の炭産地から石炭

の積み出し港として、首都圏に運び出される港とし

て、海陸交通の拠点、としての整備が進められ、潮流

と砂の流れに翻弄された時間との闘いと聞いており

ます。現在は、当初とは様変わりしフェリーやコン

テナ船他、殆どの我々の生活物資は、港から入って

来ていると言っても過言ではありません。節目の年

に全面供用となった「キラキラ公園」に、記念事業

の一環として� 7月に海王丸が入港し、船内見学・セ

イルドリル� etc I第� 3回みなとオアシス� Sea級グル

メ全国大会� m苫小牧」が同時開催されました。全国

から� 16港� 21品目がエントリーし、� 7月� 13日"'14

日の� 2日間グランプリをめざし熱き闘いが展開致し

ました� 2日間好天にも恵まれ【第� 3回グランプ

リ】は、愛媛県八幡浜【じゃこカツ】準優勝は地元



滋議溜怒援態喜三
「海は広いなコンサート Jの様子

苫小牧[ホッキモ一】第 3位は小名浜【ジャンボカ

ジキメンチ】でした 14日は海と港に感謝をこめ

て「海は広いなコンサート J(採択事業)を全道女性

ネットワーク有志で初挑戦 P指揮進行は室蘭港の立

野了子さんに託しました P

同時開催として、函館港みなとまちづくり女性

ネットワーク折谷代表のご協力により【ウギャル】

のライブも有り、会場は盛り上がりを見せました 1

翌日日は「みなと写生会」の受付も買って出て頂き、

画用紙・クレヨンを手渡し・…・・子供(幼稚園児・小

学生)達だけでなく、引率の大人達もとても嬉しそ

うな時間を共有いたしました!

「みなと写生会」受付の機子 

16日午後、海王丸は登楕礼を行い、次の港へと出

港いたしました。

延べ参加人数 63，000人の人々が来港、とても々暑

い、熱い、厚い 5日間でした! 

8 月 2 日 ~4 日は第 58 固とまこまい港まつりが

開催され、私達はキラキラ公園での第 15回みなと

フェスティパJレに参加、はすかっぷボートレース、

みなとパネル展、その隣のテントで「水揚げ日本一

のホッキ貝jのカレーとホッキごはんを販売。

慣れない手つきで……ハスカップソーダを手作り

し販売。(大分の予行練習)

ホッキカレーはごはん不足となり、購入に走った

一幕もありました!

「みなとフェスティパル」の機子 

8 月 24 日 ~25 日は大分港西大分地区【かんたん

港園】において、「第 4回みなとオアシス Sea級グル

メ全国大会 inOITAJに参加。北海道勢総数 25名の

大量参加となり、エントリーは苫小牧港「ホツキ

モーJでしたが、オール北海道として海産物と、ハ

スカップソーダの手作りを販売いたしました! 普

段は取り組んだこ とのない…一貴重な体 r験だ、った様

でした! 

J2ありがとうございますJIユらっ しゃいませ「し

日目には何処の庖舗より大きな声で、頑張っている

姿は頭の下がる光景でした。あいにく 2日目は雨と

なりましたが、雨にも負けずの精神で最後迄やる抜

く気合いは、学ぶところが多く道産子魂此処に有り

でした P 

OITA:全国 16港 16品目エントリー、グラ ンプリ 
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「第� 4回� Sea級グルメ全国大会� in大分」の犠子

はみなとオアシス宇野【たまの温玉めし】でした。

みなとオアシス苫小牧は、「しらしんけん美味しいで、

賞Jでした! 暑さにめげずよくぞ頑張ったと思い

ますしらしんけんとは、大分の方言で「すごー

く」と言う意味)

自然の良港と苫小牧港の違いを、歴史の重みをど

しーんと感じる時間でした。

交易が始まり人が張り付き、港と共に暮らしが街

が発展して来た、港町"

港が造られ企業が張り付き、企業に人が張り付き、

仕事場としての港の認識だけだと、無味乾燥となり� 

「第� 4回� Sea級グルメ全国大会� in大分」の犠子

色々なものが育ちづらいと思いました。

今夏の猛暑は涼を求めて、乳幼児から就学前の子

供達を連れた家族連れが、「キラキラ公園」に集まっ

て賑わい駐車場が不足、路上駐車が� 100m以上とな

りました。

自然体で人々が集う 「キラキラ公園Jめざし、こ

れからの� 50年を想う時、未来を担う子供達に何を伝

え・・…・何を残せるのか一人一人が真剣に考える事が

大切と思います。

守"_"-l.. (r~ 
r、'-"1、』“�  I-・，、

ιJミ..J 豆、-" ‘司』一 一 
、--・筒、宿高ー‘ 一『 ・・h 

@ 




みなとまちづくり

女性ネットワーク函館代表

折谷 久 美 子 �  

NPO法人北海道みなとの文化振興機構設立� 10

周年を心からお祝い申し上げます。

私たち「みな とまちづくり女性ネットワーク函館」

は、大好きな函館のまちの歴史や港にもっと関心を

持ち、女性ならではの気付きを行政に伝え協働でま

ちづくり活動をしようと、� 2003年� 7月、 「みなとまち

づくり女性ネットワーク函館jを立ち上げました。

意気揚々と志を高く掲げ発足しましたが、どのよ

うな活動がみなとまちづくり活動なのか、当時はあ

まり理解せず、行動していたと 思います。� 

2006年� 7月、「親子で行く みなと学習見学会jを

函館で初開催するので協力いただきたいと、� NPO

法人北海道みなとの文化振興機構からお声をかけて

いただきました。

親子連れなど� 43名が参加し、中央、 万代、港町の

各埠頭をパスで巡り、函館山から函館港も見学し、

イカ釣り機の工場や水産加工会社も視察しました。

お昼のお弁当の手配を私たちが担当していたの

で、子ども達に喜んでもらいたいと、前日の夜、急

速、ぽーとん、べいくりんのイラス トを書いた手作

りの掛け紙を作ってお弁当の上に乗せたところ、大

変喜ばれたことが、今も懐かしく思い出されます。

未熟だ、った私たちの会も、発足してから� 10年を迎

えることができましたのも、� NPO法人北海道みな

との文化振興機構の皆さんに、優しく温かくご指導

いただき、その後も変わらずに、ご理解とご協力を

賜っておりますことに、深く感謝いたしております。

函館港の活性化や、港のにぎわい創出に貢献する

ためには、家庭や学校、地域産業が一体となって、

まちづくりの推進を図ることが重要なのだと、今ま

での活動をとおして感じています。

函館市の魚である「いかjを活用した、「いかめしj

造り体験は、親子で喜ばれる活動の一つです。

子どもたちが進学や就職などで函館を離れた先

で、いかめしを見て、その時の体験を思い出し、 ふ

るさと函館のことや、し3かのことを懐かしく 語って

くれたら嬉しく 思います。そのためにも、 子どもの

ころから水産物に対する興味や、知識の習得を学ぶ

機会をつくることが必要と感じています。

また、本年度函館港で予定していたクルーズ船、

全14隻の寄港が、� 9月30日の飛鳥IIで終了しました。

ラストクルーズ� 2013、来年もまた来ていただきた

いと、おもてなしの気持ちで飛鳥IIの皆さんに「い

かめし」を振る舞いました。

出航時は雨のため、イカ踊りの見送りイベントは

ありませんでしたが、 喜んでいただいた函館のいか

めしは、印象に残られたことと思います。

自分がされて嬉しいことを相手の気持ちになって

行動すると、期待に応えて喜んで、いただけることを

過去の活動から学びました。

これからも、日々の暮らしの中で女性の視点で学

んだ、ことを若い世代へつなげ、地元の人が気軽に港

へ足を運べるような楽しい活動を続けていきたいで

す。

結びに、� NPO法人北海道みなとの文化振興機構

の設立� 10周年を契機に、ますます貴会がご発展され

ますことと、会員の皆様のご多幸を心よりお祈りい

たします。� 

2006.7.26 みなと学習会でのお弁当(緑の島 2013.9.30 港町埠頭 飛鳥IIの見送り小学生対象「いかめしを造ろう� 11 2013.B. 
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みなと・まちづくり

女性ネットワークオホーツク代表

竹内珠己  

10周年おめでとうございます。

北海道みなとまちづくり女性ネッ トワーク会員と

して、 NPO法人北海道みなと の文化振興機構の取

り組みの『地域の魅力を活かしたみなとまちづくり I

をテーマに、全道から集まり参加される皆様と思い

を、考えを懇談させて頂き、自分の街にどのような

「みなとまちづ くり jが考えられるのか、そんなかか

わりの中で「みなと・まちづくり女性ネットワーク

オホーツク jの「側グローパルポートダイニング山

桜桃」が誕生致しました。

街中の賑わいを取り戻し、地域の魅力確立を考え、

地場の食材を提供しながら地域のふれあい空聞を創

出。港と商庖街を結ぶ動線づくりに貢献し、観光客 

や市民が気軽に立ち寄り、高齢者も触れ合える寄り

合い所的な場、 食事処を中心商庖街の空き庖舗を改

装し開設することができました。

価値観を共有するネットワークの仲間て¥地域内

外の交流や地域文化の発信などに活用しています。 

NPO法人北海道みなとの文化振興機構のかかわ

りの中で誕生した、大切な私達のみなとまちづくり

の発信基地です。多くの皆様のご助力の賜でござい

ますが、ご利用 くださる皆様の笑顔が拝見でき るこ

とが会員一同大変嬉しく思っております。 

NPO法人北海道みなとの文化振興機構の益々の

ご発展をご祈念申し上げますと共に、これからも北

海道みなと・まちづくり女性ネットワークにご支援、

ご協力を賜りますようお願い申し上げ、お祝いの言

葉とさせて頂きます。

敬具

• 三¥ ¥
口 

s 
~ 

みなとと触れ合う催しものをまちづくりと併せながら地域の元気につながる子供「ものづくり」を楽しむ会開催。 

3月 3日 ひな祭り(無料提供甘酒、ちらし寿司) 国際交流のお手伝い

「未来を担う子供達に夢と希望を ...J 山桜桃にてジンギスカ ンを希望され初めての味

・ひな人形はり絵ミニ色紙づくり に「世界一美味しい !!Uと感動されておりました。

・ひな人形撮影会

・海上保安庁グッズのはり絵づくり

。



稚内のみなとを考える
女性ネッ卜ワーク代表

岩本明子

こころより、 NPO法人北海道みなとの文化振興

機構の設立 10年を迎えましたことをよろこび申し

上げます。また、 貴法人からは毎年助成金によるご

支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

私たち「稚内のみなとを考える女性ネットワーク J

も昨年 10周年を迎え、貴法人とともに稚内のみなと

の活性化ゃにぎわい創出のために歩んできたものと

思い、感慨深いものを感じます。

私が同ネットワークに入会した頃は、もiV AK-

KANAIみなとコンサートが地元のイベントとして

定着してきた時期で、私自身も会員のひとりとして

同コ ンサー トの準備や手伝いに精を出しておりまし

た。同コンサート運営のためには、音響機器のレン

タノレや運営に掛かる最低限の費用が必要なので、現

在も会員自らが一般市民の自宅や企業へ出向き、協

賛金を募る ことても対応しております。このため、貴

法人から毎年ご支援していただいている助成金は大

変貴重であり、今まで同コンサートを陰で支えてい

ただき感謝す る次第です。また同法人の方がコ ン

サート会場でお手伝いや来訪者へのアンケート の実

施などをしていただき、得られたアンケート結果は

参考にさせていただいております。

同ネ ットワークでは、貴法人とともに、みなと コ

ンサート などのイベント活動をとおして、みなとの

活性化に寄与していきたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い申し上げます。

第 3回 (平成 17年)WAKKANAIみなとコンサートの様子 第 5回 (平成 19年)WAKKANAIみなとコンサートの様子

稚内港湾事務所によるみなとの広報活動 来訪者へのアンケートの様子

。



みなとまちづくりマイスター

みなとまちづくり

女性ネットワーク室蘭代表

‘....._ 
立野了子

... 

私が生まれた頃の室蘭港を思い出すと、メロディ

が浮かぶのが、� "iJ)もめの水兵さん。です、当時室蘭

港には海軍の水兵さんが白い帽子、白い制服とかっ

こよく 見え、街で声を掛け合ったり、 子供心に、か

もめと水兵さんが一緒のイメージだったのも楽しい

思い出でした。埋め立てをする前の室蘭港は私達の

遊び場でもあり、炭場など恰好の場所でした。電信

浜、祝津水族館へは、蟹、やどかり、などバケツいっ

ぱいに取り、それを帰りには、文海へ放したり思い

出は海にありました。特に学校の体育の授業はハシ

ケに乗って陣屋(今の� JX日鉱日石)海水浴場で泳い

だ事は忘れられない思い出です。広い広い海に向

かつて、大声で叫んだり、歌ったり……今考えると

私の声は海によ って鍛えられたのかもしれません。

自然の良港室蘭港と云われ昨年開港� 140年を迎え

ました、先人達が築いてこられた港から聞かれた室

蘭の歴史を振り返った時、昔から変わらない海の青

さ、波のしぶき、潮の香り ……等、 一方湾の中の変

化、埋め立て地の活用……等、時代と共に揺れ動き

ながら変化してまいりました。

私は家からいつも海を眺めながら育ち、「うみはひ

ろいな大きいな、月がのぽるし、日が沈む、うみに

お船を浮かばせて、行ってみたいな、よそのくに」

と世界一小さな歌で世界一大きい希望のもてる歌を

今でも大きい声で歌います。

皆で海の日に、海の歌を海辺で歌おうと考え� 20年

前から「海の日コ ンサート� Jを始めました、海に固

まれた入江港公園、祝津エンルムマ リーナ、祝津室

蘭水族館、地球岬、追直漁港、フェリー船上コ ンサー

ト……等、でした。海や港と音楽を結び市民と一緒

に歌う事で市民が港に親しみを持ち、身近な存在に

感じ、元気が出る事を祈りながらのハーモニーでし

た。� 

7月� 14日苫小牧港開港� 50年記念 「うみは広いな� 

コンサー ト」が苫小牧港キラキラ公園で開催されま

した。北海道みなとまちづくり女性ネットワークの

仲間違が沢山の市民と共に大西会長を中心に岩倉市

長、早苗夫人共々歌った、うみかホ海。、我は海の子砂

が開港� 50年のお祝のハーモニーを奏でました。そし

てみなとオアシス� Sea級グルメ全国大会� in苫小牧

での室蘭の魚くろそい汁、室関タコのから揚げの味

が海のメロディ ーと一緒に味わえたのかと満足しま

した。

きて、暮らしを海と世界に結ぶ、みなとづくり女

性ネ ットワーク� Hが平成� 13年に設立されその後北海

道みなとまちづ くり女性ネットワークが設立以来

「今後の港湾について」の学習、情報交換を通して室

蘭の女性ネットワークも少しずつ活動してまいりま

した。今年は独自で海の日によせて「歴史と音楽の

ひととき~北前船物語」 チェンパロ奏者 明楽みゆ

き氏によりチェンパロ コンサートを室蘭八幡宮拝殿

で開催致しました。 この事業には北海道みなと文化

振興機構の中村理事長のご理解のもと実現すること

が出来ました。江戸時代、北海道と大阪を 日本海で

繋いだ北前船をテーマにこんぶ、鯨の経済物流、文

化交流など西洋音楽のパロック時代バッハと重ね合

わせた歴史背景は私達に先人の偉業を通してこれか

ら何を繋いでいくことが、 町の発展、港の発展にな

るのかを考えさせて くれました。 室蘭八幡宮から眺

めた自然の良港室蘭港、内浦湾からの函館につなが

る海まさに噴火湾の素晴らしい景色がチェンパロの

音色と共に頂いたエネルギーを今後に生かせるよ う

活動してまいりたいと思っております。

@ 




元事務局長

大野 隆由

私が� NPOの事務周に加わったのは第� 3回(平成� 

18年)から第� 5固まで、前任の田中敦幸さんから引

き継ぎました。� NPO立ち上げの動機は別途記され

る事と憩いますが、設立からの� 2年間は取り組む事

業を具体化するに当たって、いろいろな課題の解決

に、時閣を要し、相当ご苦労在されたことと思いま

す。第� 3年目からは� NPOの行う事業在更に着実に

実行出来る様にすることと� NPOみなとの文他機

構の役割について会員の方々ばかりでなく、一般の

方々にも広くご理解をしていただくために、� PR活

動の重要性を感じ、その進め方について種々検討を

行いました。

計画に基づき、みなと座談会、親子で行くみなと

学習見学会、みなとパネル展、助成活動、ネットワー

ク強化、機関誌「伝言板」の発行、ホームページを

開設、着ぐるみ「ぽーとんJrべいくりん」の活用事

業、後に港湾・空港語、港の防災・災害に関わる活

動支援「防災工キスパート制度」の発足等の事業に

取り組みました。� 

NPOの運営は事務局長以下� 5名のスタッフ全

員が無給のボランティアとして務めました。スタッ

フに大変協力して貰いました。また、� NPO発足当

初から連携していました北海道女性ネットワークの

方々の積極的な協力、現地の関係企業、各地の開発

建設部、港湾事業所や自治体の方々の理解と協力が

なければ、実施出来なかったと感謝しています。そ� 

路、函館、札樟地区に支部在設置11の後、苫小牧、割

し、地域の各種のイベントに出来る限り参加するこ

ととしました。

実施した業務の主なものについて述べると、

「みなと座談会」

みなとまちの地域づくりについて考えるため、各

地でまちづくりを実践している方々特に各地のみな

とづくり女性ネットワークの方々を中心に参加して

いただき、毎年各地で開催しました。(室蘭市、稚内

市、十勝広尾町)座談会の模様は機関誌「伝言板」

に掲載し、皆様に報告しております。

「親子で行くみなと学習晃学会」

みなとの役割とみなと空間のあり方を親子で考え

て貰う事を目的に実施し、地域の産業を支える港と、

関連する諸施設の利用状況の見学を行った。事務局

長外� 2名が現地に行き、親子参加者の募集を初め、

関係機関への協力要請をし、女性ネットワークの協

力を得て、函館、小樽で開催し、子供達からすばら

しい感想文を貰いました。一方、開発局の呼びかけ

で、各地で小学校の学習事業として、港の現地学習

会が実施されるようになり、「親子で行くみなと学習

見学会」は平成� 19年で一旦休止することにし、学習

会実施時の安全管理等の支援のため、� NPO支部会

員を派遣する事業(みなとサポーター)に変更しま

した。

「助成活動J
みなとまちの活性化に各地で開催するイベント等

を支援のため、経費の一部を助成する事を目的に実

施、平成� 18年までは予算の制約から� 1件の申請に助

成しましたが、平成� 19年から助成ルールを明確に

し、予算も若干増額して、有識者を含む審議会を設

け、各地のみなと活性化申請事業数件に少額でした

が助成をしました。

着ぐるみ「ぽーとんJrべいくりんJの活用事業� 

NPOが平成� 17年に寒地港湾研究所から譲りう

けた着ぐるみを各地のみなと関連のイベント開催に

合わせ、カモメ姿の着ぐるみの貸し出しを行いまし

た。(平成� 19年から有料化)毎年各地のみなとの催

しに出品し、子供達に も人気を博し、会場の盛り上

げに一役担っています。

みなとはもともと地域の住んでいる人たちの身近

な存在です。が、経済が大きくなると物流や生産の

効率化のために施設の近代化が求められ、省力化等

により一部の関係者以外はみなとが自分たちにどん

な関わりが有るのか解りづらく、無関心となる傾向

があり、みなとの重要性と自分たちの生活との関わ

りを再度認識していただくために、� NPOはもっと

新しい事業にこれからも生活者の視点で取り組んで

欲しいと願っています。� 
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元函館支部長

柏木 功

平成 15年 4月 7日認証の 「北海道みなとの文化振興機構  j 目的は、 

1.港への埋解と利用促進に係わる広報活動 

2.海岸 ・港の清掃、植樹ミ干の美化活動 

3.海洋および世に係わる教育 ・文化活動  

4. 港の国際交疏に係わる活動 

5. これらの情報の収集と調査研究活ー動

このよう に北海道の NPOとして動き出 し、各地域もそれぞれに、 会員 として参加し、 港への理解、文化、 英

化活動を開始しま した。函館地方の歩みのヰlで平成 18年 4月に企阿して動いた、 親チで、いく 「みなと学習会J

は珂館女性ネットワークと共問、 実施のイ ベン トを回顧 します。協賛者は函館市港湾郎、函館開発建設部 と十

分協議し、 パスによる親子 50名の学習会が企耐されました υ

港の見学場所①臼館港cl'央埠頭②函館港万代埠頭③商館港線の島④高田屋話兵i1t.i⑤アメ リカ東イン ド艦隊司

令長官アドミラ ル・ ペ リーの銅像⑤函賄どっく ⑦(同凍和電機製作所③俳)竹田食品で AM9 :30----PM15 :30迄

約 6時間に及ぶ見聞の学習会を開催しました。

説明者は、 港湾施設は開発建設部、港湾事務所、民間施設はパスガイド、イカ 白動 l弔機の説明は東和電機の

浜tUさん、イカの塩辛は竹間食品の村上さん、皆それぞれプロの説明でわかりやすい説明でした。 当時小学当二 

5----6年生、平成 18年 7月なので 6年経過しておりま す。港の施設と工場見学が、心の歩みにどう響いている

のか聞いてみたいです。 NPOの支援者の一人として、大変であった なとの気がしておりますが過ぎた時間と歩

みがどのよう になったのかの想いです。

私はその他に、函館港の快速艇によ る函館港内見学を約 10年続けて実施し、 港湾事務所の職員の皆様にいろ

いろお世話 μなり 実施しており 、ここにお礼の文章会紹介します。社会福 tlL法人 函館厚生院くるみ学闘の生

徒きんのものです。 

夢左志(むさし) 小了:6年

「ζんかいは、ポートウオ ッチングにさんかさ せていたた きありがとう ございまし

た。白"館港からは、いろいろふよてでものが見えて きれいでした。風買もとても きれい

で、これて、 よかったと思い ました。ボート では水しぶきがとんできてかおにとんで

た。このポー トウオッチングは、し ょっぱい夏の思い出です。」
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来璃絵(まりえ) 小学� 6年

「この前のポー トウオ ッチングは、ごしょうたいいただき、まこ とにありがとうご

ざいました。ほんと うにありがとうございました。でも私はもう� 6年生なので、つぎ

のポートウオ ッチングにはで られないかもしれませんけど これからもみんなのこ

。」とをよろ しくお願いします� 

oσo  g 0 g 

児童指導員船登腕

「新涼の候、蝉の声が暑さ をいっそうかき立てる今円この頃、先日はポートウオッ

チングにご招待頂き 、誠にありがとう ございました。 夏休み也前に、とても良い時間

を過すことが出来ま したれ子 ども達にとって、船に乗る経験はなかなか少ないことも

あり、 ポー トウオ ッチングのご招待については、 高学年から低学年へとその様ずが語

られ、初めて乗船できる子ども達は、毎年、心待ち にしてい る次第です。年頃になっ

てくると、日常の中では素直な気持ちが見えづらくなってく ることもありますが、船

の辿度が増すごとに、無邪気なテどもら しい表情が溢れ、嬉しそうに波しぶきを浴び

る子ども遠の姿が、非常に印象的で私自身も喜ばしい事でありました。

それも、� Jd様の温かい心遣いのおかげと、 重ねて感謝申し上げま す。礼儀やマ ナ一

等については、ま だま だ� 

fらない と乙ろも多 く、

乗船� tiコはご迷惑をおかけ

したことと存じますが今

後と も変らぬご支援のほ


どをお願い巾し上げ、 お


礼の言葉と代え させて頂


きますしJ


ボラ ンティアで実胞していても、このように実際に快速艇に乗っ た子ども達、又担当の指導員の方からの安

持を伝えて� j頁くと心が暖まり、歩みと共に流れてゆく 、心の清清しさ は又米作 もやるぞの気持になります。� 

NPOの活動 として、 言葉で表現す ると、少し固苦しく なりますが、「行動」すること、「継続� Jすることと心

の伝達を行� vっていきたし=。

これからも、少しでも 「社会に貢献できる活動に参加する」 この気を心に きざみ、 歩み続けていきたいと

思いますn 
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平成 25年度「支部長等会議」開催
 

NPO法人北海道みなとの文化振興機構事務局の支部長会議は、平成 25年 6月 6日(木)セントラル札幌北ビ

ノレ(一社)寒地港湾技術研究センター会議室において開催されました。

支部長等会議は札幌の事務局と各支部の連絡を密とし業務の実施を円滑にすることを主な目的として開催し

ております。

会議は、郵11路、函館、苫小牧、札樽の 4支部の支部長並びに支部次長と札幌の事務局の出席により行われま

した。

開催にあたり中村理事長からの挨拶のあと議事に入りました。

議事の項目と主な項目の概要は次の通です。

1.事務局・各支部体制について、室蘭支部の新設 

2.事務局主要業務内容と行事日程について 

3. みなとサポート業務支援実施計画、みなとサポート事業支援実績及びサポーター登録者の支援活動状況 

4.港湾キャラクター(着ぐるみ貸し付け事業)の貸し付け状況及び、使用計画 

5. NPOオリジ、ナルクゃツズの配布先状況と購入予定 

6.助成事業の応募要領・実施要領・応募状況 

7. 防災エキスパート登録状況、連絡体制 

8.業務執行に係わるみなとサポーター要員の保険加入、及び旅費の支給規定取り扱い

以上の議事について検討外、実施状況等の報告があり有意義な意見交換がされ、会議は終了いたしました。 

NPO法人北海道みなとの文化娠興t

支部 長会議
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平成 25年度「みなとサポート事業」

各支部の支援活動

この業務は、開発建設部が開催する「みなと見学会J、「みなとパネル展」、「アンケート調

査Jなどの実施について、� NPOに支援要望があったものから支援可能なものを選択し、� 

NPO会員の� uみなとサポータ"が支援するもので、平成田年度から行っています。

今年度は、函館、室蘭、小樽、帯広、稚内の開発建設部が開催する「みなと見学会J rみ
なとパネル展J等在、� B月の「石狩湾新港みなと見学会J在皮切りに� B港湾で実施しました。

実施港は、函館港(日日間)、室蘭港(1日)、苫小牧港(3日間)、石狩湾新港(3日間)、

岩内港(1日)、小樽港(1日)、十勝港(2日間)、稚内港(1日)で、日数は� 20日間、人

員は� 23人(延べ人数� 35人)です。

以下、その概要を紹介します。

Rμ
一

一立ロ

一一

一支
一

一樽
一

「
じ
一

工
→
一 

① 	 石狩湾新港みなと見学会

実施日� 6月� 18日、� 19日、� 20日

石狩市内の小学校の児童(3~5 年生)約 390 名を対象に、港湾業

務艇「ひまわり(総トン数� 19トン)に乗船し、約� 30分港内を巡りな

がら港の様子を見学(午前中で� 4航海)。

サポーター(2人/日)は、乗降船時の誘導・警備、救命胴衣の着脱

を支援しました。� 

② 	 岩内港みなと見学会

実施日� 7月� 2日

岩内町内の小学校のに� 4年生の児童約� 60名を対象に、港湾業務艇

「ひまわり」に乗船し、約� 20分港内を巡り港の役割などについて見学。

サポーター(2人/日)は、乗降船時の誘導・警備、救命胴衣の着脱

を支援しました。� 

③ 	 小樽港みなと見学会

実施日� 7月� 14日

「海の月間」関連事業の一環として開催される「マリン・フェスタ� m

小樽」で、一般市民を対象に、港湾業務艇「ひまわり」に乗船し、港

内を巡りながら港の様子を見学。� 5航海を実施。

サポーター(4人)は、乗降船時の誘導・警備、救命胴衣の着脱、

及び記念グッズの配布をしました。� 
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① 	 海の日バネル展

実施日� 7月� 1511 

白鳥大橋記念館 「みたらjで、みなとの歴史と役割のパネルを展示。

サポーター� 3名は来場者に記念グッズを配布。同時に港湾業務艇「み

さごJによる 「港内見学会jも行われ、 参加した市民に記念グッズを

配布しま した。

苫小牧支部� 

① 	 ;Y[小牧港「みなとパネル展」

実施日	 7月� 5口、� 6目、� 7日

|イオンモール戸f小牧」においてパネル展が開催きれ、サポーター(2 

名/日)訪れた市民にアンケー トの配布・収集、25備、及び記念グッズ

の配布を行いましたの

函館支部� 

① 	 fj(j!館港みなと見学会

実施日� 7月9日、� 20日、� 21日、23日、� 8月� 10日

市内の小・中学校生、 一般市民を対象に、 港湾業務艇 「みずなぎ (総

トン数� 19トン)Jに乗船し、港内を約� 40分間見学。

サポーター� (1~3 名/日)は、見学者の救命胴衣の着脱、乗|海船時

の誘導 ・ !，~備 を 支援。 ま た、 記念グッズの配布をしました。 

② 	 函館みなとパネノレ展

実施日� 7月� 13日、14日、� 15日

函館市地域交流まらづくりセンターで� 3日間、一般市民を対象に函

館港の歴史や役割そ説明したパネ/レ展示をしました。

サポーター� (1 ~2名/日)は、 来場者にアンケートを配布・収集、

記念グッズの配布、 展示品の説明、 空予備等の支援をしました。

釧路支部� 

① 	 十勝港見学会� 

実施日� 8月7日

広尾町内のつつじ児童会� 1~3 年生 28 名を対象に、児童会の施設で

十勝港の施設のビ、デ、オ上映や、パスで移動し港の施設を見学しました。

サ;:f，ーター(1人) は、児童の移動中の保安を支援しました。

@ 




② 	 十勝地みなと見学会

実施� 1=1 8月� 23日

広尾小学校の� 5年生の児童約� 50名を対象に、港の役割や歴史の説明

を受けたのち に、港湾業務艇「ふょう� Jfこ乗船し、約� 30分港内を巡り

見学しま した。

サポーター(2人)は、 乗降船の誘導� .1~~備・救命胴衣の着脱を支

援しま した O

事務局� 

① 	 2013Wakkanaiみなとコンサート

実施日� 8月� 25日

稚内港北防波堤 ドームで開催された、「稚内のみなとを考える女性

ネットワークjキ催の� rWAKKANAIみなとのコンサート� 2013JU)来

場者、及び、 同時に開併された� I食のマルシ ェ」 の来場者を対象に、

港に関するアンケー トを配布 ・収集。

北海道開発局防災エキスパート(港湾・空港・漁港)

平成� 25年度研修会の開催について


平成� 25年度北海道防災エキスパート(港湾・ 平

地 ・漁港)研修は、� 9月3円(火)午後 3時から北海

道開発周目舎で開催しました。 研修会開始の前に新

規登録者認定式が行われ、� 3名のブョが港湾空港部長

から登線通知l証の交付を受けました。今イ下度は2名

の万より登録の取り消し希望があり、エキスパート

表録者は� 29名となり ました。� 

港湾建設課長11研修会は、北海道刷発局港湾空港苦

の主催者撲拶から始まり、 港湾建設課第 ]係長から� 

n防災エキスパートの役割について」と題して、北海

道が置かれている地震等災害発生の現状、防災エキ

のうiり方の輸討。活動実績のある東北i‘キスパー ト

の取り組み状況を取入れた活動フロ ー笥の作成。 エ

キスパート 出動要請側の支援内容の担握u エキス

ノfートカルテの充実と適切な人材配置。i ]Uill;I要請側

職員 とのコミ ュニケーショ杭築の量要性等の意見が

あり ました。最後にZ事務!日から、現時点でエキスパ←

ト情動が無い状況下で、 諸問題の把握、その問題め

解消等体制強イじを盤えるため、今年度小規模災害へ

の活動派遣(試行)について従来があり、ホランテイ

ア保険内容の確認、エキスパート企業への周知等問

題提起はありましたが、 賛成を得られ研修会を終了

しました。� 

スパー トの重要性及び制度、他整備局の

防災エキスパート 活動実繍等の説明を受

けました。

後半lよ、fl可情な防災エキスパー ト活動

に資する訓練の在り 方」をテーマに討論

に入札制度要綱に基づく 適切な体制作

りの確保。 参集訓練会教訓|に今後の訓練
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平成� 25年度助成事業の実施概要
 

NPu法人北海道みなとの文化振興機構では、道

内のみなとまちの活性化をめざし企画・実施される

イベント等、様々な事業を支援し、「みなとまち活性

化」に寄与することを目的とした助成事業を平成� 20

年度から始めました。

平成� 25年度は、開発建設部の「みなとの相談窓口j

等を通じて推薦をいただくと共に、当� NPu法人の

ホームページで� 3月下旬より募集要領を公表しまし

た。� 4月上旬から� 5月上句にかけ公募し、� 17団体で� 

18件の申請がありました。

採択事業を決定するため、� 5月� 24日「評価審査委

員会jを札幌市で開催しました。委員は学識経験者� 

2名と当法人の理事長、事務局長の� 4名で、各団体

から提出された申請活動に関する応募資料について

審査を行いました。

審査の選考基準は、事業の目的が「みなとまちの

活性化への効果が期待できる事業j とし、①みなと

への理解と利用促進に係る広報・体験学習活動� ② 

海岸・みなとの清掃、植樹等の美化活動 ③海洋及

びみなとに係る教育、文化活動であること、地域住

民との連携と広がりの程度、また、過去の開催実績

等も合わせて審査を行いました。

審査委員会は、申請のあった� 18件の審査を行った

結果� 14件の事業を採択しました。

採択結果は、� 5月� 21日に各団体へ文書により通知

しました。なお、助成金額は� 50千円、� 100千円、� 150

千円の区分で配分しました。� 

NPOま人北海道みなとの文化鋸興僧備

軍� 6回助成.. 評価審査豊富民会

採択した活動名や団体名並びに開催日は以下のとおりです。

活動名 団体名 開催日時

第� 7回漁業体験教室(港の魚でタッチプール体験) 小樽築港べイエリア委員会� 9月� 15日

海の日によせて「歴史と音楽のひととき~北前船物語」
北海道みなとまちづくり女性ネ ット� 
ワーク室蘭

7月� 16日

第� 3回みなとオアシス� Sea級グルメ全国大会� l万人コンサート 女性みなとまちづくり苫小牧� 7月� 14日� 

1九TAKKANAIみなとのコンサート� 2013 稚内のみなとを考える女性ネットワーク� 8月� 25日

地域グルメを生かしたみなとオアシス「わつかない」の� PR----第
3回みなとオアシス� Sea級グルメ全国大会� m苫小牧への参加

みなとオアシス「わつかない」� 7月� 14日� 

浦河港地方港湾指定� 60周年記念事業 浦河港湾管理者浦河町� 8月� 24日� 

6月� 16日� 
7月� 16日

くしろクルーズ船おもてなしプロジェクト 釧路港おもてなし倶楽部� 8月� 30日� 
9月� 7日� 
10月� 24日

オホーツクタワーから埋めきの発信
みなとまちづくり女性ネットワーク� 
オホーツク

11月� 30日
文は� 2月� 1日

第� 3回みなとオアシス� Sea級グルメ全国大会での函館の水産
物(いか・昆布)の� PR

みなとまちづくり女性ネ ットワーク� 
函館

7月� 14日

むろらん港鉄人船漕ぎ大会 むろらん港船漕ぎ大会実行委員会� 7月� 14日

みなと南極まつり稚内副港ボートレース� 2013 稚内副港ボートレース実行委員会� 8月� 4日

苫小牧港はすかっぷボートレース 苫小牧港はすかっぷボートレース実行委員会� 8月� 3日

函館港まつり協賛東北支援
函館ペリーボート競漕

函館巾港まつり� 
函館ペリーボート競漕実行委員会

8月� 4日

釧路港船漕ぎ大会 釧路港船漕ぎ大会実行委員会� 8月� 3日� 
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着ぐるみ〈みなとのマスコット

"... 

。� 「ぽーとんJくん、「べいくりん」ちゃん〉

• • • 
貸し付け事業の紹介
-・・・ • ••• ••• • 

北海道のみなとのキャラクター「ぽーとんJくん、「べいくりん」ちゃんの着ぐるみは、みなとが担う役劃を

多くの皆様にご理解頂くとともに海やみなとに集う皆様が楽しく過ごして頂くお手伝いをキャラ クターとして

製作されました。

平成� 11年� l号製作、好評を得たことから平成� 12年� 2号製作、平成� 17年� 3号を製作し現在� 3組を有し皆様に

ご利用頂いています。

海の上を自由に謡歌する「かもめ」を題材に「小さな赤ちゃんかもめ」をイメージしたとても愛くるしい着

ぐるみです。

「ぽーと ん」くん、「べい くりん」ちゃんは� NPO法人北海道みなとの文化振興機構が商標登録を行っています。

着 ぐるみは、平成� 18年度まで無料貸し付け事業を実施していましたが、製作後年数を経るとと もに色あせ、

破損等による維持補修費がかさむことから平成� 19年度から有料とさせて頂いています。

平成� 25年度の貸付状況は、大型旅客船寄港の歓迎式典やみなとパネル展、更に苫小牧西港地区を会場に開催

された第� 3回みなとオアシス� Sea級グルメ全国大会等で利用頂きました。

利用頂いたイベント等は、次の� 14件(1件� 11月利用予定)です。

①石狩湾新みなと見学会

②根室みなとまつりパネル展

レ
rV
 '-.J 

路みなとパネル展11割

路港サン・プリンス歓迎セレモニー11割

苫小牧港みなとパネル展� 

第� 3回みなとオアシス� Sea級グルメ全国大会� 

苫小牧港フェステパル� 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

.. 

--.
年度も貸し付け事業を実施いたし

ますので、ご希望の方は、ご連絡

⑧ 白老港まつり� 

⑨ 苫小牧港開港� 50周年記念事業� 

⑩ 岩内港みなと見学会� 

⑪ マリンフェスタ� m小樽� 

⑫ 稚内港飛鳥II歓迎セレモニー� 

⑬ 2013 W AKKANAIみなとコ ンサート� 

⑭ 北海道海洋深層水フェア� (11月予定)

着 ぐるみキャラクターは、イベ ごJ

ントに参加した皆様と握手や写真 ..!-'!..al主主� 

撮影など賑わいを醸し出しまし

た。

なお、当 NPO法人は、平成� 26 4SSき� 

.'Mt廿� (IU.，言明同町、山一一

市川幡町内UI";I..."t-"i<H'

...，"1".A\"~，.......市e
由

国 防� U 門� 1'~・ ρ 

川 山 内一回・

・刈~~ : l.. ， t.. ・ Hください。

ただし、夏の期間は、イ ベント

が集中する時期でもあってご希望

にそえない場合もありますのでご

理解願います。� 
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記念ク、ツズの配布
 

NPO法人の記念グッズは、

・みなとサポート業務実施箇所


.助成事業活動箇所


・みなとサポータ一実施箇所

等で配布要望の有った� 13カ所にノート� (A-5版、� 

A-6版)約� 4，200冊、ボ-)レペン&マーカー約� 

4，300本に加え着ぐるみシ-}レ、ふうせんを配布し

ました。

グッズを受け取って皆様には大変な好評でした。

「第 3' "回みなとオアシス� 8ga級グルメ全国大会」が
苫小牧港で、開催されました� H

今年開港� 50周年を迎えた苫小牧港では、年間を通

して数多くの記念行事が行われています。それら一

連の行事のメーンイベントである「第� 3回みなとオ

アシス� Sea級グルメ全国大会」が� 7月� 13日(土)、� 14

日(日)に苫小牧港西港区キラキラ公園にて開催され

ました。� 

Sea級グルメとは、みなとオアシスがあるホみな

とグで捕れたお魚などの海産物を用いて作られ、「ぜ

ひ多くの人に味わって欲しい」と自信を持ってお勧� 

北海道開発局港湾空港部港湾計画課

めできる� Sea(海)の要素を含むグルメです。そして、� 

Sea級グルメ大会は、全国各地の� Sea級グルメが集

まる「みなとの祭典」です。� 

Sea級グルメ大会に先立つ� 12日(金)、世界最大規

模の帆船「海王丸」が苫小牧港に入港しました。入

港時には約� 1，500人の市民が集まり、� 15年ぶ、りの寄

港を迎えました。海王丸は� 16日までの期間、キラキ

ラ公園に係留し、「セイドリル」や「船内見学」を行

うなど、訪れた人々をその優雅さで魅了しました。

同じく� 12日には、� Sea級グルメ大会に全国からか

けつけたみなとオアシス関係者やみなとまちづくり

関係者らによる「みなとまちづくり研究会」が(一

社)ウォーターフロント開発協会と北海道みなとオ

アシス活性化協議会� (1北海道みなとオアシス」の各

運営協議会、� NPO法人北海道みなとの文化振興機

構、(一社)寒地港湾技術研究センタ一、北海道開発

局)の共催により開催されました。

研究会では、林美香子慶応大学大学院特任教授を

講師に迎え、「港とまちづくり」と題した基調講演を

いただくとともに、約� 130名の参加者と港のにぎわ
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い創出などについて活発な意見交換が行われまし

た。

そして、北海道で初めて開催された「第� 3回みな

とオアシス� Sea級グルメ全国大会」には、全国から� 

15のみなとオアシスが集まり、それぞれのオアシス

自慢の� Sea級グルメを出庖し、完売が相次 ぐほどの

大盛況となりました。� 2日間で約� 5万人の人々が会

場に訪れ、来場者による人気投票の結果、「みなとオ

アシス八幡浜みなっとjの「じゃこカツjが優勝、� 

2日間で� 2，200人分を完売した地元「みなとオアシ

ス苫小牧」の「ホッキモーjは惜しくも準優勝とな

りました。

また、会場内では、北海道のみなとの役割などを

紹介する「北海道みなとパネル展」を開催し、北海

[ノぐネル展の機子]

上 [グルメ大会の様子]

下 [キラキラ公園と帆船「海王丸J]

道のみなとの役割や� Sea級グルメ大会に参加した

全国のみなとオアシスを紹介するパネノレを展示する

とともに、アンケートやクイズラリーも実施しまし

アこ。

パネノレ展ブースには� 2日間で約� 1，500人の方が訪

れ、多くの方々に北海道のみなとやみなとオアシス

について� PRすることができました。

平成� 25年� 8月時点で、全国には� 72港(北海道は� 

7港)の、みなと。が「みなとオアシス」に登録さ

れており、年々登録数も増加しています。

今後も「みなとオアシス� Sea級グルメ」などのイ

ベン トを通じて、全国の、みなとグを中心としたま

ちづくりが益々盛り上がっていくことが期待されま

す。� 
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会員動向

このたび竹内珠巳会員と立野了子会員が「みなと

まちづくり� j功労者として国土交通省港湾局長表彰

を受賞し、同時に、一般社団法人ウォーターフロン

ト協会から「みなとまちづくりマイスター」の認定

を受けました。「みなとまちづくりマイスターJはみ

なとまちづくりにおいて他の模範となる活動を行っ

ており、後進の指導育成が期待できる者が認定され

る制度であり過去に大西育子会員(北海道みなとま

ちづくり女性ネットワーク代表、女性みなと街づく

り苫小牧代表)、折谷久美子会員(みなとまちづくり

女性ネットワーク函館代表)が認定されています。

竹内さんは、みなと・まちづくり女性ネットワー

クオホーツクの代表 として港の花一杯運動、海産物

などの地場食材を使った食事処「山桜桃」を開設す

るなど港をテーマにまちづくりに取り組んできまし

た。また、立野さん(みなとまちづくり女性ネット

ワーク室蘭代表)は声楽家として海の日コンサート� 

を毎年海の日に行っており、これらの功績が今回認

められました。

北海道女性ネット ワークの皆さんと は「みなと座

談会」の開催をはじめ各港の活性化について協働し

ており 、今回の受賞、認定を改めてお祝い申し上げ

ます。

前列目左から� 3人目 立野会員
左カ、ら� 4人目 竹内会員

当機構事務局へのご連絡は、下記のいずれかでお願いします。� 

Tel: 011-727-3710 Fax: 011-727-3710 E-mail : bunka-npo@kanchi.or.jp 

なお、事務局は、常駐体制でないことから、ご返事を差し上げるまで一週間程お時聞をいただくことも

ございますので、 何卒ご了承をお願いします。

また、当機構の活動状況は、ホームページでご覧になることができます。� 

http://www.minatobunka-npo.info/ 

特定非営利活動法人

北海道みなとの文化掻興機構� 
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